
中　　回卒
高　　回卒
　　　　組(      )T E L 　　　（　　　　）

（旧姓　　　　　）

（フリガナ）
氏名

住所
（郵便番号　　　　　　　　　）※

必ず該当欄にレ印をつけて下さい｡
□百周年募金　寄付　　回目（一口1万円) (金額　　　　円）
□百周年芳名顕彰　募金をされる方は必ず希望をレ印してください
　•同窓会誌（「朝陽」等）掲載希望　□掲載　□非掲載
　•銘板掲載希望　　　　　　　　　 □掲載　□非掲載
□同窓会年会費  2,000円（寿会員と卒業5年以内の方は免除)
□長期会費　　 10,000円（6年分)

◆個人情報の保護　ご寄付に際し頂いた氏名や個人情報は朝陽同窓会の個人情報保護方針に基づき
朝陽同窓会活動に必要な場合のみに限定利用します

◆寄付の税制上の優遇措置について
朝陽同窓会が人格のない社団（任意団体）であるため、適用はありません

本紙の払込用紙をご利用の上、お近くの郵便局から払込み願います
◆払込上の注意点　　払込用紙の該当する欄に必ずレ印をご記入ください
•ご芳名の掲載希望　掲載／非掲載のいずれかを選択ください（無印は非掲載扱い）
顕彰にあたり「ご芳名・卒業期回・クラス」を、同窓会誌（「朝陽」等）に掲載いたします
また、2022年に設置予定の銘板にもご芳名を記し永く留めさせていただきます
なお、募金額は掲載しません
•100周年記念募金の他、年会費、長期会費が払込めます

払込方法

●名　称　　　創立100周年記念募金（第Ⅱ期）
●目標額　　　7,000万円
●目　的　　　•朝陽奨学金の新設

•館山寮の改築
•集いの場の確保

●期　間　　　2018年度末までの2年間
●単　位　　　一口1万円　1万円未満のご寄付も受付けます

ご芳名を末長く顕彰させていただきます

＝募金要項＝

［絵 向原真一（24 回）］

◆発行／お問合せ　朝陽同窓会事務局　　〒160-0014 東京都新宿区内藤町11-4　都立新宿高等学校内
電話：03-5368-8366　　FAX：050-3730-0138
ホームページ：http://nchyouyou.net　電子メール：jchouyou@estate.ocn.ne.jp

•100周年記念ロゴ公募（予定）
•100周年史プロジェクト開始（予定）
•記念音楽祭プロジェクト開始（予定）他
第２回「ホームカミングデー」開催（予定）11

100周年記念募金（第Ⅱ期）開始4
業間体操DVD化制作完了（予定）5

2017年
池辺晋一郎様　合唱コンクールに課題曲を寄贈12
初の「ホームカミングデー」実施11
館山寮第Ⅰ期改修完了、バス見学会実施8
朝陽奨学金　支給決定72016年
100周年事業「決起大会」開催11
集いの場・近隣３店舗と提携6
｢総会」にて朝陽合唱団お披露目5
100周年記念募金（第Ⅰ期）開始4
朝陽合唱団設立12015年
100周年記念事業方針（代表幹事会）7
実行委員会発足62014年
•記念事業候補テーマの募集・提案開始
•100周年事業開始承認（代表幹事会）72013年

イベント月年

池辺晋一郎さん（15
回）が在校生の詩に
曲を付け学校に寄贈
100周年まで歌い継
がれる楽曲が誕生！

合唱コンクール課題曲寄贈

楽しめた！
82%
楽しめた！
82%

参加者アンケート結果

•参加者145人を集めた「ホームカミングデー」
•プログラムのメインはやっぱり「校内ツアー」
•10名程のグループで校内巡り！　各所で旧教職員の
　方々が説明、生徒達のクラブ活動もバッチリ見学

昨年11月　初のホームカミングデー開催

2022年 創立100周年
事業の目的

母校新宿高校の更なる
発展の支援

府立六中以来の良き
伝統の未来への継承

朝陽同窓会会員間の
親睦の更なる向上

集いの場の
確保

朝陽奨学金
の新設

館山寮の
改築

募金対象事業
プロジェクト

企画受付中！

◆式典・祝賀会

◆100年史編纂

◆朝陽合唱団

◆ホームカミングデー

◆業間体操DVD化

◆記念音楽祭

◆異業種連携

記念事業
プロジェクト

創立100周年記念事業

橋本惠堅（9回）
垂水尚志（15回）
塩崎恭久（22回）
鈴木裕太（25回）
鎌田邦広（35回）

河合明博（5回）
菊池光興（14回）
青柳正規（15回）
西尾信子（24回）
戸城幸夫 （29回）
関嶋政和（44回）

松本雄吉　 （中21回）
村上光一　 （10回）
池辺晋一郎（15回）
宮﨑直道　 （24回）
金杉一朗　 （26回）
寺村仁美　 (37回）

◇ 発起人 ◇

東京都立新宿高等学校朝陽同窓会　　会　長
創立100周年記念事業実行委員会　　委員長　　田中俊郎（17回）

◇ 代表発起人 ◇

2022年の学校創立100周年に向けて記念募金をお願いしたところ、この2年間（第Ⅰ期）
で募金額は、2017年3月31日現在で、29,194,873円、募金者数は延べ1,398名にのぼ
りました。厚く御礼申し上げます。早速、記念事業の3本柱の内、給付型朝陽奨学金

の支給と館山寮（旧塩見寮）の食堂・厨房の冷房設備導入等に使わせていただきました。しかし、
募金目標の約3割しか達成できておりません。 そこで、3月末で締め、体制を立て直して、新年度
から記念募金第Ⅱ期を開始し、残りの70,000,000円の目標に向けて、皆様に再度のご協力をお願い
することになりました。どうぞよろしくお願いいたします。

創立100周年記念事業実行委員会 委員長　田中 俊郎（17回）

ごあいさつ



1935年3月 中9回生 3
1936年3月 中10回生 1
1937年3月 中11回生 0
1938年3月 中12回生 0
1939年3月 中13回生 4
1940年3月 中14回生 2
1941年3月 中15回生 3
1942年3月 中16回生 3
1943年3月 中17回生 4
1944年3月 中18回生 9
1945年3月 中19回生 13
1945年3月 中20回生 12
1947年3月 中21回生 13
1949年3月 1回生 17
1950年3月 2回生 20
1951年3月 3回生 28
1952年3月 4回生 19
1953年3月 5回生 38
1954年3月 6回生 29
1955年3月 7回生 56
1956年3月 8回生 35
1957年3月 9回生 50
1958年3月 10回生 43
1959年3月 11回生 34
1960年3月 12回生 48
1961年3月 13回生 33
1962年3月 14回生 42
1963年3月 15回生 71
1964年3月 16回生 38
1965年3月 17回生 54
1966年3月 18回生 53
1967年3月 19回生 43
1968年3月 20回生 45
1969年3月 21回生 28
1970年3月 22回生 27
1971年3月 23回生 25
1972年3月 24回生 54
1973年3月 25回生 40
1974年3月 26回生 28
1975年3月 27回生 29
1976年3月 28回生 26
1977年3月 29回生 21
1978年3月 30回生 21
1979年3月 31回生 17
1980年3月 32回生 12
1981年3月 33回生 10
1982年3月 34回生 12
1983年3月 35回生 24
1984年3月 36回生 3
1985年3月 37回生 21
1986年3月 38回生 12
1987年3月 39回生 5
1988年3月 40回生 9
1989年3月 41回生 7
1990年3月 42回生 10
1991年3月 43回生 8
1992年3月 44回生 2
1993年3月 45回生 5
1994年3月 46回生 3
1995年3月 47回生 4
1996年3月 48回生 2
1997年3月 49回生 1
1998年3月 50回生 3
1999年3月 51回生 0
2000年3月 52回生 4
2001年3月 53回生 2
2002年3月 54回生 3
2003年3月 55回生 2
2004年3月 56回生 4
2005年3月 57回生 1
2006年3月 58回生 4
2007年3月 59回生 1
2008年3月 60回生 2
2009年3月 61回生 3
2010年3月 62回生 2
2011年3月 63回生 3
2012年3月 64回生 1
2013年3月 65回生 1
2014年3月 66回生 2
2015年3月 67回生 4
2016年3月 68回生 2
旧教職員 － 19
会員以外 － 6
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募金累計

2017 年 3 月 31 日現在総額 29,194,873 円（1,398 名）　記念募金現況　

厨房は天井を
高く改築し、
洗食機などを
新規導入

食堂は照明を
LED化し、
エアコンを
新規導入

指導にあたる水泳部OB OGの皆さんに脱帽する。
誰でも思い出すのが沖ノ島までの約2Kmの遠泳。
気温、海温、海流、雷、竜巻、地震など気象状況も
昔から大きく変化してきている。 事故の無いように
と一番に神経を使うところである。そこに潜む危険
を回避するのは積み重ねてきた経験であり、マニュ
アル化して後進へ着実に残している。
　4名の調理スタッフも大変だ。真夏に安心して食
事をしてもらう為に衛生面に神経を注ぐ。昨年、厨
房の大改修を行った。 最新の厨房設備を導入し、空
調も完備した。眉間に皺状態だったスタッフに笑顔
が戻り、生徒が楽しみにしているカレーライスをよ
り一層美味しく振舞うことが出来る様になった。 同
窓会会員の皆様の募金や支援に感謝。
　生徒達の熱中症対策にまだまだ支援が必要。全室
エアコン導入、待ち時間に熱暑から守る浜の日よけ、
等々数知れず。 「生徒達を守って、はじめて語れる
伝統」と下島さんは語る。臨海教室の様々なご苦労
や課題は尽きません。 100周年を次の100年に引き
継ぐべく、新宿生全員が思い出としている臨海教室
の伝統を絶やさず繋ぐのは正に今の我々世代の責任
ではないでしょうか。

　昨年の8月に同窓会会員の希望者
22名で「館山寮見学ツアー」を組み、
100周年募金の一部を利用して改修し
たばかりの館山寮（旧塩見寮）に行

った。その日はうだるような猛暑日でバスから降り
たら見学者は食堂にまっしぐらに駆け込んだ。前年
までそこにはなかった冷房がしっかりあるからだ。
「この暑さは尋常ではなく、臨海教室の維持、運営
面で生徒やスタッフの大きな負担になっていた」と
語る朝陽水泳会会員で管理人の下島正幹さん（23回）
にお話を伺った。
　館山寮へは社会人になってからも須田一先生と共
に行く機会が多くあった。 結婚後もあることをきっ
かけに寮の近くにお住いの浦岡先輩（中1回）に家
族ぐるみでお世話になるなど、途切れることなく毎
年行く機会があった。その度に臨海教室の遠泳指導
などを通し生徒たちに接し、また館山寮の運営にも
関りを持つようになった。
　臨海教室は毎年延べ50名程の大学や社会人の若
手OB OGの惜しみない協力が支えとなっている。
留学で明日ドイツに向かうという前日まで指導に当
たったり、指導の合間を縫って期末試験に臨むなど
大学生OB OGの熱意は絶大だ。準備や片付けとい
った真夏の重労働に耐え、生徒の安全を第一に水泳

館山寮管理人　下島正幹さん（23回)臨海教室をいつまでも　～安全と安心を求めて～　

を送ることができます。自分の夢をあきらめずに高
等学校での生活を充実させられることは、大変大き
な意味があるものと考えます。
　新宿高校は、「全員指導者たれ」を校是とし、「自主・
自律・人間尊重」「文武両道」を目指し、古豪復活
に向け教育活動を実践しております。進学実績も右
肩上がり、毎年良い結果を残し、中学校や進学塾か
ら、「入学した生徒の力を一番伸ばす都立高校」と
言われるまでになりました。
　同窓生の皆様、新宿高校はこれからますます発展
し活躍していきます。どうぞ応援よろしくお願い申
し上げます。新宿高校は、創立100周年に向け、同
窓会との連携を深め、教育活動を実践してまいりま
す。今後もいろいろな形での御支援を賜りますよう、
お願い申し上げるとともに、改めてこの「朝陽奨学
金」制度に対し御礼申し上げます。

　今年度から本校朝陽同窓会による奨
学金制度、「朝陽奨学金」が創設されま
した。この奨学金制度は、本校が平成
34年に創立100周年を迎えるにあたり、
その記念事業の一環として創設され、

奨学金の原資は、多くの同窓生から100周年に向け
た募金によるものです。同窓生の母校新宿高校に対
する気持ちに感謝するとともに、改めて御礼申し上
げます。
　本校に入学してくる生徒たちの家庭の経済環境も
様々で、この朝陽奨学金制度が貸与で なく給付で
あることは、生徒・保護者も安心して高校生活に集
中することができ、大変ありがたい制度です。生徒
はこの奨学金制度を活用し経済的な心配をすること
なく、学習や部活動、特別活動に集中し、受験勉強、
そして大学進学等将来について考えながら高校生活

新宿高校　中川徹副校長朝陽奨学金創設　～夢に向かって高校生活を充実～　

来て、2度ビックリ。
　今回の制作は、『新宿高校創立100周年記念事業
の目的にある「伝統の継承」の一環として、業間体
操を後世に正しく伝え継ぐためにDVDに収録した
い』との同窓会からの依頼でした。 私自身も老体に
鞭打って演技しましたが、今後は私に代わって後世
へ体操の指導伝達を担って欲しく、若い高校生にモ
デルになる様に声を掛けました。平成28年度の体
育祭で皆を指導していた70回生の体育委員5名が
それを引き受けてくれました。昨年6月から数回の
練習をし、生徒が弾くピアノの音録りでは指導文言
の入ったパターンも収録し、演技と併せて収録を終
えたのは今年の1月6日と半年以上をかけました。 
一生懸命に練習してきた彼等は、収録時には少しの
ミスも許さずに根気よく挑戦してくれました。完成
に至るまでは、加藤隆校長先生の御理解を始め体育
科：清水正廣先生と音楽科：小峰
和則先生の多大なる御協力を頂き
ました。感謝申し上げます。この
「新宿高校体操（業間体操）」が末
永く新宿高校生に伝承され、愛さ
れる事を願っております。

　新宿高校創立50周年記念誌に昭和
28年の出来事として、業間体操の始
まりが記されている。『結核患者の多
い本校生徒の体力増進のために、10

月5日から実施された。この体操は体育科で考案さ
れ、「新宿高等学校体操」と名付けられたもので…
業間体操は、2時間目と3時間目の間にある30分間
の朝礼の時間に行われ、…』とある。これより今日
に至るまで、この「業間体操」は新宿生に長く受継
がれ体力増進を超えてイベントに欠かせない「レガ
シー」と化しました。
　私も多くの方と同様に、在学中は模範演技に合わ
せて身体を動かすだけで体操自体を覚えてはいませ
んでした。 が、新宿高校に赴任が決まると指導する
立場になり、須田一先生や戸田洋一先生の演技を必
死になって学びました。 当時はビデオに残した映像
も無く、年に数回の体操が学ぶ機会でした。そのよ
うな訳で、私が新宿高校を去る平成11年を前に、
この体操をビデオに収めて体育科に置いてきまし
た。 そのビデオを平成28年まで生徒指導に使い続
けていると聞き、驚きと同時に光栄で胸一杯になり
ました。 さらに「新宿高校体操」と検索すると、
YouTubeで40代の私のこの演技が見られる事が出

業間体操を後世に！ ～新宿高校体操DVD化～　発起人・旧体育科職員　鈴木裕太さん（25回)


